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９月上旬に韓国（釜山）で国

際デジタル歯科学会が開催さ

れ，日本デジタル歯科学会の

代表として，本学のＩＴ・デジタル

機器を活用した教育を以下のよ

うに紹介してきました．多くの先

生方から資料の提供をしていた

だき，ありがとうございました． 

本学では，初年次の学部連

携ＰＢＬや体験実習から始まり，上級学年まで継続し

て，学部連携実習，地域医療連携実習などのチーム

医療教育に力をいれています．学生は自ら課題をも

って実習に臨み，グループ討論や情報検索を通じて

学んだことを電子ポートフォリオに記録し，教員はファ

シリテータとして，電子ポートフォリオ上で学生の能動

的学習を支援します． 

歯科医療は従来からの保存・補綴系治療に加えて， 

口腔機能の管理・リハビリテーション，さらには，入院

患者への医療支援や，施設・在宅生活者の健康維持

に貢献することが求められています．このような変化

に対応するために，本学では多様な病態を有する仮

想患者（ＶＰ）を利用して，学生が医療コミュニケーショ

ン，検査，診断，治療計画にいたる臨床推論を自己

学習するシステムを導入しています． 

本学学生は，基礎実習で口腔内スキャナーの取り

扱いやＣＡＤ／ＣＡＭ修復法を学び，臨床実習で最新

のデジタル歯科を体験します．学生は診療室でｉＰＡＤ

を利用して，モデルコアの水準表と本学のコンピテン

シーに基づいて診療参加型臨床実習内容を電子ポ

ートフォリオに記録します． 

現在は患者中心の安全な医療実践が最優先です． 

歯科医療はバイタルで患者に開口してもらい，目の

前で麻酔をし，高速回転工具で歯の処置をします． 

このような患者にストレスがかかる処置を安全に実施

するために，本学ではヒューマノイド患者ロボットを利

用したトレーニングを行っています． 

このように本学では他大学に先駆けて，デジタル

技術を活用した教育を推進し，確実に成果が出てい

ると実感しています． 

一方，最近の医療福祉領域へのロボットの活用に

は目覚しいものがあります．手術支援ロボット（代表

Da vinci）はすでに２０１２年から保険適用になってい

ます．また，今年の４月からはロボットスーツが，患者

の歩行機能を改善するロボット治療機器として，初の

保険適用対象となりました．このほかに多くの種類の

ロボットが看護業務や介護業務の支援に期待されて

います． 

これまで我が国は高い技術開発力を有しながら， 

医療機器産業では欧米の後塵を拝していました． 

歯科医療は口腔内の感覚が非常にデリケートである

ことに加えて，手作業で精巧な義歯を提供してきた実

績があるので，新しい医療機器の導入が遅れていま

した．今後，高齢者の口腔機能リハビリに，新しい発

想のロボット治療機器の開発が夢です．本学は先陣

をきって教育・診療へデジタル技術の応用を進めてい

きましょう． 

 

平 成 ２ ８ 年 ８

月２７日（土）富

士吉田キャンパ

スにおいて受験

者を対象とした

オープンキャン

パスが開催され

ました．このオー

プンキャンパス

は，本学の特色

である１年次全寮制生活を，実際に見ることのできる

絶好の機会であり，全国各地から４学部併せて１１９

組２４０名という多くの方が参加しました．当日，参加

者は，旗の台と横浜の両キャンパスから手配したバ

スで，富士吉田に向かいました．現地では小出学長

や富士吉田教育部田中教授，在学生による全体説

明会をはじめ，寮見学ツアー，馬場などの施設見学，

教員・学生との個別相談会，食堂での昼食体験が行

われました．昼食体験では，カレーが振る舞われ，

「とてもおいしく，食堂の雰囲気もよかったです」との

声がありました．参加者は富士吉田キャンパスでの

生活を実際に見て聞いて体験することができ，「ます

ます昭和大学で学びたい気持ちになりました」との感

想も聞こえてきました．夏休み最後の土曜日だったた

め，交通渋滞に巻き込まれてしまいましたが，大きな

トラブルもなく，大変実りあるオープンキャンパスとな

りました．次回は，１０月８日（土）に旗ヶ岡祭と同日で

４学部合同入試説明会を開催いたします．            

巻 頭 言      
歯学部長 宮崎 隆

富士吉田オープンキャンパスが開催さ

れました      入学支援課 水庭 隆史 
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昭和大学口腔ケ

アセンター研修プロ

グラムに応募してき

ましたモンゴル国立

医学科学大学（ＭＮ

ＵＭＳ）の歯科医師

２名は，３か月間の

プログラムを修了し，

無事に帰国の途に

つきました．   

これまでにも歯学部はＭＮＵＭＳの前身の大学と

調印を行っていましたが，今回の研修を受けて新た

に８月１８日に調印を行いました．本来なら，宮﨑歯

学部長が出向くところですが，口腔ケアセンターのプ

ログラムを担当していることもあり，また９月からの新

たな研修生との面談も兼ねて代理で出席させていた

だきました．写真左の女性がアリユンチュル歯学部長

で，写真中央が前歯学部長・元副学長のアマール先

生です．モンゴルは親日国でも知られており，ＡＳＥＭ

で安倍総理が晩餐会で招かれた部屋で食事をする

機会に恵まれました． 

 日本のＯＤＡによって，日本—モンゴル友好医科歯

科教育病院が建設中の現在（２０１８年完成予定），

医療連携や多職種連携・地域医療も話題となってお

ります．そんなモンゴルの医療界の中で，本学のチー

ム医療の理念が取り上げられたことを嬉しく思ってお

ります．昭和大学の掲げている国際化の一つとして，

モンゴルとの交流がなお一層発展しますようにこれか

らも尽力したいと思います． 

 

平成２８年度昭和大学マダガスカル口唇口蓋裂医

療協力結団式が，去る９月６日（火）午後６時半から，

１号館５階会議室で，笹川記念保健協力財団の紀伊

國会長と喜多理事長を来賓に迎えて，厳粛に開催さ

れました．早いもので今年で６回目の派遣になりま

す．          

校歌斉唱に引き続き，小口理事長から，本事業を

通じて本学が世界に貢献できることに感謝すると挨

拶がありました．小出学長からは現地の子供たちを

一人でも多く救ってきて欲しいとの挨拶がありました．

笹川記念保健協力財団の紀伊國会長からは，石館

守三先生（東大の初代薬学部長）によるハンセン病

治療薬合成に関する興味深いお話に加えて，参加学

生への期待が述べられました． 

団長の土佐先生からメンバー（形成外科医師，麻

酔科医師，歯科医師，看護師，学生，事務総勢１６名）

の紹介があり，昭和大学宣言をして終了しました． 

昨年から矯正科の歯科医師が参加していますが，

今年は現地の歯科大学との交渉の任務を受けて，中

納准教授が参加します．学生は５年生の松田 彩さ

んです．体調管理に気をつけて成果をあげて無事に

帰国することを祈念いたします． 

 
日本歯科医師会が

主催する警察歯科医

会全国大会に参加しま

した．今年は岐阜県歯

科医師会の主管で長

良川のほとりの岐阜グ

ランドホテルで執り行

わ れ ， 大 会 テ ー マ は

「警察歯科医が身元確

認を再認識するために」

で，「ジャーナリストが見た遺族にとっての身元確認と

は!」という特別講演や「大規模災害 支援と連携の在

り方を探る～災害時により良い連携をとるための提

案～」というテーマでシンポジウムが行われました． 

私は５年前から参加していますが，毎年全国津々

浦々の歯科医師会から５００名を越える参加者が大

会場に集結し，熱心に討議が行われています．本学

には法歯学教室がないため，歯科による身元確認に

ついての意識がやや低いような気がします．  

マグニチュード７クラスの首都直下地震が，今後３

０年以内に発生する確率は７０％程度と予測されてお

り，内閣府は約１万１０００人の死者数が想定されると

正式発表しています．この首都直下地震が発生した

ならば，本学が位置する城南地区は地震による直接

被害に加え，火災や高潮の二次災害による甚大な被

害が起こりうることが危惧されています．私たちは歯

科医師による身元確認調査の重要性，必然性を常に

心に留め，備えておかなければならないと思います． 

モンゴルの歯学部と調印式を行いまし

た     口腔ケアセンター長 弘中 祥司

マダガスカル口唇口蓋裂医療協力結

団式が行われました  歯学部長 宮崎 隆

第１５回警察歯科医会全国大会に参

加しました 
—歯科医師による身元確認調査について— 

口腔リハビリテーション医学部門 高橋 浩二
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８月２５日（木），２６日（金）に富士吉田校舎にてＰ

ＢＬファシリテータ―養成・シナリオ作成ワークショップ

が開催されました．シナリオ作成チームは２班に分か

れ，昨年度から実施開始となった在宅チーム医療教

育（３年次の高齢者コミュニケーション演習，４年次の

学部連携ＰＢＬ）のシナリオを新たに作成しました． 

在宅チーム医療教育では，「患者の語り Narrative

（ナラティブ）」を重視する「Narrative-based Medicine

（NBM）」の習得を目的とし，低学年では患者・家族の

立場から，高学年では医療者の立場から治療・ケア

プランを立案できることを目指します． 

シナリオにある程度のリアリティを持たせながらも，

到達目標に沿うシナリオを作成することは毎回頭の

痛い作業ですが，他科の先生方から多くの刺激や知

識を得る良い機会となっており毎回勉強になっており

ます．ワークショ

ップ終了後も同

じメンバーで議

論を続け，丁寧

にシナリオを仕

上げたいと思い

ます． 

 
８月２５日，２６

日 に ， 昭 和 大 学

富士吉田校舎に

て第１１回昭和大

学ＰＢＬチュートリ

アルファシリテー

タ養成ワークショ

ップが開催されま

した． 

シナリオ作成ワークショップが同時に開催されたた

め，医学部・歯学部・薬学部・保健医療学部・富士吉

田教育部から総勢４３名が，まだ暑さの残る富士吉

田校舎に集まりました．開会式では円座となって自己

紹介を行い，昭和大学宣言を行った後，各コースに

分かれ２日間にわたる日程が開始しました． 

ファシリテータ養成コースでは，ＰＢＬチュートリアル

とは何か？というところから始まり，昭和大学の教育

課程でＰＢＬチュートリアルを行う意義，医療人として

必要なことは？など小口理事長の講話を拝聴しなが

ら学んでいきました．その後，実際にＰＢＬチュートリ

アルはどのように進めていくのか，ファシリテータとし

て教員はどのように関わっていくのかということを実

体験しました．ファシリテータを務めてくださった小倉

先生，刑部先生，猪俣先生の助けにより２日間を終

了した時は，ほっとすると同時に，自分はこのように

的確に接することが出来るのだろうかと不安になりま

したが，この経験を生かしていけたらと今は思います． 

 

毎年９月の第２日曜日

に行われる，旗岡八幡神

社の例祭日に合わせ，今

年も９月１０日（土）・１１日

（日）の両日に旗の台１丁

目町会の祭禮が開催され

ました．歯学部からは，教

育職員２名，臨床研修歯

科医１名，歯学部学生１８名の合計２１名が参加し，

町会の方々と御神輿を担いで旗の台キャンパスのあ

る旗の台１丁目を練り歩きました． 

初日の土曜日は天候にも恵まれ，絶好の御神輿

日和となりましたが，二日目の日曜日はあいにくの天

候となり，一部御神輿の経路が短縮されましたが，両

日とも無事に終了しました． 

歯学部以外にも，医学部・薬学部・保健医療学部・

医学部附属看護専門学校の学生も多数参加し，昭

和大学と町会の方々との懇親を深める良い機会とな

りました． 

 
全日本歯科学生総合体育大会（オールデンタル）

は日本の全ての歯学部が参加する歯学生のスポー

ツの祭典です．大半の競技は夏季に行われますが，

ラグビーフットボール，スキー，アメリカンフットボール

は冬季開催となり，夏の大会に先駆けて行われます．

現在の夏季開催種目数は２３で，規約に従って，各

競技部門ごとに優勝校から順に得点を与え，夏季・

冬期の合計得点の多寡で総合優勝校を決定します． 

 今年度のオールデンタルは通算で第４８回となり，

東京医科歯科大学歯学部の事務主管のもとに開催

されました．総合優勝は愛知学院大学歯学部で，総

合閉会式で優勝旗・優勝杯（ともに持ち回り）をもって

表彰されました． 

本学歯学部からは２４０名が１５部門に参加し，総

合成績第１０位と健闘致しました（昨年度も１０位）．

本学学生がオールデンタルを通じて心身の健全な発

達を獲得し，自己責任，克己心やフェアプレーの精神

を培うとともに，仲間や指導者との交流を通じて，豊

かな心と他人に対する思いやりの心を育むことを期

待します． 

ＰＢＬシナリオ作成ワークショップに参

加しました 
口腔リハビリテーション医学部門 横山 薫

ＰＢＬファシリテーター養成ワークショッ

プに参加しました 
  歯科理工学部門 池田 祐子

旗の台１丁目町会祭禮に参加しました
              学生課 石崎 兼司

第４８回全日本歯科学生総合体育大

会が開催されました 
  歯学部学生部長 上條竜太郎
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第４８回オールデンタルバドミントン部門は８月８日

～８月１１日にかけて熊谷市で開催されました．男子

団体戦は参加校全２５校中，準優勝，個人戦はシン

グルス準優勝，ダブルス優勝，ベスト４という好成績

を残すことができました．大会直前の夏合宿では，各

自が課題を持って練習に取り組み，互いにアドバイス

や励まし合い，モチベーションを高めて練習を頑張り

ました．そして合宿の成果や誰一人として諦めずにプ

レーをした結果このような素晴らしい成績に繋がりま

した．今大会，素晴らしい仲間と多くの感動を共有で

きたのは，応援してくださった諸先生方，ＯＢ，ＯＧな

らびに関係者の皆さまのおかげです．有難うございま

した．これからもご声援よろしくお願いします． 

 

 

８月６日・７日に大森スポーツセンターにて行われ

た，第４８回オールデンタル剣道部門公式団体戦に

おいて準優勝しました．また，個人戦において菊池繁

仁（歯２）が弐段以上の部第３位，大澤昂史（歯６）が

優秀選手賞を受賞しました．団体戦では予選リーグ

を１位通過し準々決勝，準決勝ともに代表戦までもつ

れ込みながらもチーム一丸となって挑み決勝へ．決

勝戦では岩手医科大学にあと一歩及ばず優勝を逃し

悔しい思いもしましたが，チームのために全員が全力

を尽くしたとても思い出深い試合となりました．個人戦

では惜しくも敗退する試合が多く，１本の大切さを感じ

ました．この悔しさと経験を活かし，来年はさらに良い

結果を残せるように精一杯努力をしてまいります． 

 

 
歯学部卓球部は８月４日～６日に，大阪府の岸和

田市総合体育館で行われた第４８回全日本歯科学生

総合体育大会卓球部門に参加し，女子団体戦で準

優勝をすることができました．予選リーグは一位通過

し決勝トーナメントに進み，決勝トーナメントでは東北

大学に３－２，新潟大学に３－２で勝利しました．決勝

戦は愛知学院大学と対戦し，１－３で惜しくも敗れ，

準優勝となりました．選手ひとりひとりが試合に尽力

したこと，またＯＢ，ＯＧの先生方からいただいたご指

導や応援のお言葉によりこのような素晴らしい結果を

残すことができました．決勝戦で敗北したことは悔い

が残りますが，今回の結果を反省することでさらに成

長できる機会を得ることができました．これからも現

状に満足せず，今回以上の結果を残せるよう努めて

参りますので，ご支援，ご声援のほどよろしくお願い

致します．応援ありがとうございました． 

 

 
・１０月３日：大学院秋季入学式 

・１０月７日・８日・９日：旗が岡祭 

・１０月８日・９日：いぶき祭 

・１０月８日：４学部合同入試説明会 

・１０月９日：進学相談会（子女向け） 

・１０月１５日：父兄会秋季部会 

・１０月１８日：解剖慰霊祭 

・１０月２５日：歯科医師臨床研修マッチング結果発表 

 

日本老年歯科医学会 摂食機能療法専門歯科医  

弘中祥司 （口腔衛生学部門 教授） 

石川健太郎 （口腔衛生学部門 講師）  

 
今年の十五夜は，秋の長雨も一休みして，オレン

ジ色のスーパームーンを眺めながら家族と散歩に出

かけてみました．ご寄稿下さいました皆様には，この

場をお借りして厚く御礼申し上げます． 

 

オールデンタル男子団体戦で準優勝

しました       歯学部４年 天野 恭佑 

オールデンタル団体戦で準優勝しまし

た            歯学部４年 齋藤 彩

オールデンタル女子団体戦で準優勝

しました       歯学部４年 寺内 晴香 

行事予定      広報委員長 中村 雅典 

認定医・専門医取得      

広報委員長 中村 雅典

編集後記      歯周病学講座 滝口 尚 


